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　ＰＣＢ処理施設の計画概要／ＰＣＢ廃棄物の流れ　
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ＰＣＢ処理の安全対策

　　・安全で確実なＰＣＢ処理を行うためにソフト、ハード両面　　
　　　の対策を実施

　　・情報公開

　　・安全で確実なＰＣＢ処理を行うためにソフト、ハード両面　　
　　　の対策を実施

　　・情報公開

排出・環境

モニタリング

反応工程の

センサー類

の二重化

漏洩防止対策
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ＰＣＢの分解

・除去完了

の確認

緊急事象対策

作　業　安　全　の　確　保作　業　安　全　の　確　保
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ＰＣＢ漏洩対策（排気）

–0.2mbar程度

–0.4mbar程度

–0.7mbar程度

排気処理
装置

オンラインモニタリング
（ＰＣＢ濃度計）
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管理ﾚﾍﾞﾙ1 

空気の流れ

外　　気　　圧

施設内の空気は外気より圧力が低いた
め施設外へは漏洩しません。

気圧
高
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外気

管理ﾚﾍﾞﾙ2

管理ﾚﾍﾞﾙ3

ＰＣＢの維持管理値　０．１ｍｇ／Ｎｍ3以下

※環境保全協定により、

さらに１／１０の値（０．０１ｍｇ／Ｎｍ3）で管理

Ｓ
４ 排気処理装置

活性炭吸着塔
（セーフティネット）

給気

１ 負圧制御（大気圧以下）

排気はサンプリングポイントＳ
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オンラインモニタリング装置

排気中のＰＣＢ濃度を分析装置を用いて常時監視します。（計測時間：１分／ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ時間含めて約10分）
排気を自動的に連続してサンプリング（採取）し、ＰＣＢ濃度を測定します。（計測感度：0.01mg／Nm3）
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ＰＣＢの漏洩対策（ＰＣＢ油）

防油堤

不浸透塗床（エポキシ樹脂）
オイルパン

④上塗り
③下塗り
②プライマー

①下地

①
②

④
③

耐薬品、耐摩耗、耐久性のある
樹脂でコーティングします

セーフティーネット

反応槽

処理対象油受槽

漏洩検知器
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液処理反応槽の安全対策（１）

　
　：温度計

　：圧力計

　　　：酸素濃度計

　：流量計

　：液面計

反応槽の温度計は
二重化
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液処理反応槽の安全対策（２）

通常時 一次警報 二次警報
反
応
槽
温
度

通常制御温度範囲
１６０℃～１７０℃

温度上限警報
設定１８５℃

温度上限警報
設定２００℃

・PCB滴下量低減

安全に運転停止
　　・PCB滴下停止
　　・反応槽冷却能力ｱｯﾌ ﾟ

　　　　流量増
　　　　冷却温度低減

安全に運転停止
　　・PCB滴下停止
　　・反応槽冷却能力ｱｯﾌ ﾟ

　　　　流量増
　　　　冷却温度低減

排
気
中
酸
素

通常酸素濃度
１％未満

・PCB滴下量低減
・窒素増量

酸素濃度上限警報
設定１％

酸素濃度上限警報
設定２％
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緊急事態における対応

・制御電源の保持（無停電電源）
・非常用電源の作動（ディーゼル発電機）
　による安全上必要な機器の運転

・感震装置により運転自動停止

・制御装置による運転自動停止
　または緊急停止スイッチによる運転
　手動停止

・高置水槽により安全上必要な箇所
　に給水

・台風･豪雨時の入口シャッター閉鎖
　等による浸水防止対策

地震

安

全

サ

イ

ド

で

運

転

停

止

浸水

停電

断水

事故
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地　震　対　策

緊急自動停止
　・前処理設備
　・真空加熱分離装置
　・液処理設備

※安全に運転停止するための
　冷却水・電気等は供給を継続

緊急自動停止
　・前処理設備
　・真空加熱分離装置
　・液処理設備

※安全に運転停止するための
　冷却水・電気等は供給を継続

感震装置と連動
設定震度以上で自動的に作動

警報
感震装置

設定震度以上

設定
震度

地　　震地　　震
設定震度以下

施設は運転継続　　　　運転監視施設は運転継続　　　　運転監視

耐　震　設　計耐　震　設　計

基　礎 地盤沈下・液状化対策のため岩盤まで杭打ち

建屋構造 原子力施設や重要な建物の構造物設計と同様な構造

１１



浸　水　対　策

台風、豪雨時には
入口シャッターを閉鎖 建　屋

シャッター

施設地盤面 B.W.L　+　4.00M

B.W.L + 2.45M過去最高潮位

基準水面 B.W.L
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停　電　対　策
安
全
確
保
状
況
を
確
認
後
、
安
全
に
運
転
停
止

制御装置や安全上必要な設備には電気を確保制御装置や安全上必要な設備には電気を確保

無停電電源装置による制御電源の確保

非常用発電機（ディーゼル発電機）による安全上必要な機器の運転

・外部冷却ファン、排気系ポンプ類

・反応槽、後処理槽の攪拌機、冷却系循環ﾎﾟﾝﾌﾟ類

・冷却塔ﾎﾟﾝﾌﾟ類、窒素製造設備

　　　・消火設備

自動点灯式の誘導灯等で作業者の安全を確保自動点灯式の誘導灯等で作業者の安全を確保

誘導灯・非常用照明灯の設置及び避難・誘導経路の明示

１３
誘導灯 非　常　用　照　明　灯



・建　　　屋 避雷導体又は避雷針を設置

・施設内機器 接地（アース）

・建　　　屋 避雷導体又は避雷針を設置

・施設内機器 接地（アース）

接地（アース）

接地（アース）

施設内機器

避雷針

避雷導体
　導電性に優れた
　アルミニュームの撚線

　

落　雷落　雷

落　雷　対　策
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防　火　対　策

１５
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建設工事中の環境・安全対策

環境対策

　　①騒音・振動対策

　　　　・建設機械類は、積極的に低騒音型建設機械指定制度に準じたものを
　　採用します。

　　②粉塵対策

　　　　・工事車両の出入り口は、定期的に清掃し粉塵の発生を防止します。

　　　　・必要に応じて場内散水を行います。

　　③大気汚染対策

　　　　・積極的に排出ガス対策型機械を採用します。

安全対策

　　　　・第３者の立入りを防止するため仮囲いを設置します。

　　　　・出入口に交通整理員を配置します。
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建設工事中の環境・安全対策
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　北九州ＰＣＢ廃棄物処理事業（第１期）　スケジュール

年　月

業 務 内 容

１．環境調査

2/19

２．諸手続き ◎都市計画手続き

3/31

◎施設設置許可

3/31

◎建築に関する確認済証の交付

4/23

◎環境保全協定締結

３．施設の設置

４．施設の操業

2月 3月11月 12月 1月7月 8月 9月 10月

Ｈ１４年度 Ｈ１５（２００３）年度

6月2月 3月 4月 5月

処　　　理　　　棟　　　建　　　築　　　工　　　事

プ　　　ラ　　　ン　　　ト　　　工　　　

環　　　　　境　　　　　モ　　　　　ニ　

2月 3月7月 8月 10月 11月 12月 1月6月 9月4月 5月

Ｈ１６（２００４）年度

事

外 構 工 事 (道 路、駐 車 場、緑 地 等）

試　　　運　　　転

操　業　(1期)

　　　　タ　　　　　リ　　　　　ン　　　　　グ

◎産業廃棄物処分業の許可

　　　　　　　　　　　　　　（予定）
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